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ツノロウアカヤ ドリコバ チの産卵行動寿 よび産卵数

梶 田 泰 司

On the egg laying habit and the reproductive 
   capacity of Anicetus ceroplastis Ishii 

           Hiroshi Kajita

1961年7月 および9月 に,野 外 にお ける ツノロウカ

イガ ラム シCeroplasteSpseecdoeeriferusGreenの 寄

生蜂,ツ ノロウアカヤ ドリコバチAnicetUSceroplastis

Ishiiの 活動状態を調査 した ところ,こ の コバ チの7

月 における産卵活動は9月 のそれ に くらべて著 しく低

調で あつた.そ こで筆者は,こ のよ うな産卵活動の季

節的変化の原因を知 るために,実 験室内における この

コバ チの産卵行動および産卵数について2,3の 調 査

を行 なつたのでその結果を報告す る.

本文に入 るに先 だち,目 頃御指導を賜わつている九

州大学 農学部安松京三教授,平 嶋 義宏助教授 に厚 くお

礼申 し上 げる.ま た,貴 重な文 献を見せて頂いた愛媛

大学農学部立川 哲三郎助教授,ツ ノロウカイガ ラムシ

の採集に御援助を賜わつた福 島県園芸試験場 遠藤金弥

技 師にも感 謝の意を表 したい,

実 験 方 法

供 試のツノロウ アカヤ ドリコバ チ は,1962年7月

中旬および8月 下旬 に 福岡市 内で 採 集 したハゼ ノキ

RhUSsuceedaneaL.加 害のツノロウ カイガラムシ か

ら羽化 した もので,同 一実験 には羽化後24時 間以内で

体の大きさがほぼ等 しい ものをつかつた.ま た,交 尾

個体 は雌雄一対を24時間 同 一容 器内に放置 した もの

であ るが,そ れぞれの個体の交尾 は確認 していない。

一方 ,寄 主 のツ ノロウカイガ ラムシはふ化直後に ヒメ

ムカシ ヨモギErigeroncanadensisL.に 接種 して 飼

育 した もので,飼 育中 は寄生蜂に攻撃 されないよ うに

寄主植物 の周囲 を金網でおおつた.た だ,ツ ノロウア

カヤ ドリコバチの一般 的な観察および産地を異 に した

カイガ ラムシに対す る産卵数 の実験に供 した ものは,

福岡市内のマサキEuony〃lus/oponieaThunb.お よ

び 福 岡 市 内,ま たは福島県信夫郡下のゲ ッケイジュ
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LaurusnobilisL,加 害の カイガ ラムシであ る.産 卵

実験に使つた カイガラムシ は 枝 につ けた ままの もの

で,そ の さい カイガラムシの大 きさはできるだ け等 し

くした.つ ぎに,コ バ チおよび寄主の カイガラムシを

収容 した容器は原則 と して長 さ15.0cm,内 径1.5cm

の試験管を使用 した.ま た,実 験中 コバチには食餌 と

して希釈 しないハチ ミツをあたえ,実 験 は直射 日光の

あた らない場所 で行 なつた.な お,実 験 中は毎 日午前

10時 に実験場所の温度を測定 した.

実 験 結 果

1.ツ ノロウアカヤ ドリコバチの成熟卵 の発達

産卵行動の観察に入 るに先だち,コ バ チ卵巣 内の成

熟卵数を解剖によ りしらべた結果は,第1表 および第

2表 に しめす とお りで,寄主 をあたえない場合で も,

第1表.ハ チ ミツ給 与 の ツ ノ ロ ウ ア カヤ ド

リコバ チ の卵 巣 内 に お け る成 熟 卵 数.

第2表.無 摂 食 の ツノ ロウ ア カ ヤ ド リコバ チ

第1回 成 虫 の 卵 巣 内 にお け る成 熟 卵 数.

コバチはハチ ミツ給与の有無にかかわ らず成熟卵を形

成す るが,ハ チ ミツを摂取 した方 が生存 日数が増 し,

成熟卵数はあき らか に多 くなつている.こ の成熟 卵数

の増減 を コバ チの成虫発生期別 にみると,羽化後24時

闇を経過 した ものでは,第1回,第2回 成虫と も約3

個の成熟卵がみ られるが,ハ チ ミツ給 写の第1回 成虫



では羽化後10日 目に成熟卵数 は 誠少 してい る,と こ

ろが,第2回 成 虫では羽化後20日 目まで は 誠少の傾

向がないよ うであ ろ.な お,そ の後 の状態は供試虫数

不足のため不明で ある.一 方,寄 主体 内で羽化 した も

ので,ま だ寄 主の殻をやぶつていない状態の コバチの

卵巣 内には 多数の未熟 卵はあるが,成 熟卵はない.

2.ツ ノロウアカヤ ドリコバチの産卵行動

ツ ノロウア カヤ ドリコバチを収容す る試験管 にツノ

ロウカイガ ラムシを入れ ると,大 抵 の場合 コバチは1

乃至5分 以内に カイガラムシに近 づ く.そ の さい,コ

バ チは カイガ ラムシの方に向かつて歩 きなが らたえず

触角で前方をたたいてい るが,そ の触角が カイ ガラム

シにふれ ると,一 層入念 に カイガラムシをたた く.つ

ぎに,コ バチは カイガ ラムシの体の上 にのぼ り,さ ら

にたた きつづけ,カ イガラムシの体 の一端 までたた く

と,そ こですばや く体位を もとの方 向にかえてふたた

び歩 く,コ バチは産卵管を挿入する前 にカイガラムシ

の体の上を大低2往 復以上歩 き,一 方 向のみ歩 いた後

でただちに産卵管を挿入す ることはほとん どない.そ

して,こ のような コバチの歩行は カイガラムシの体上

でその前後 の方 向に行なわれ,左 右の方向にはあま り

行なわれ ない.ま た,カ イガラムシの体 が小 さい とき

は,コ バ チはその触角で カイガ ラムシの体を両側 か ら

はさむ ようにす ることがあ る.さ て,コ バ チは産卵に

適 した カイガ ラムシを さが しあてると,カ イガラムシ

背面の ロウ物質上に腹部の末端 とともに産卵管をおろ

し,つ ぎに産卵管を挿入す ると同時に腹端 を もちあげ

る.そ の さい,カ イガ ラムシの体が小 さい場合 には,

コバ チの頭部は カイガ ラムシの頭 と全 く逆の方 向にお

かれ,コ バ チは後脚で カイガ ラムシの体をおさえつ け

るような姿勢をする.コ バチは産卵管を挿入 してか ら

しば らくそれ を動か してお り,挿 入 中の時間はもつ と

も短かい場合 は20秒 であ るが,大 体は1～5分 であ

る.産卵 管が挿入 され る場所は大抵 カイガラムシの後

端で,解 剖の結 果によれば,コ バ チの卵は9月 以 降で

はあき らかに1に 門 に ちかい腸の中 に うみこまれてい

る.と ころで,コ バチは産卵管を挿入 して も産卵する

とはか ぎらない.そ こで,1962年8月14日,コ バチの

第1回 成虫を使つて1頭 の カイガ ラムシに対す る同一

コバ チの産卵管挿 入回数と産 みこまれ る卵の数 との関

係を調 査 した.そ の結 果は第3表 に しめすよ うに,1

回 の産卵管挿入で卵 を産み こむ コバチは10頭 中3頭 で

第3表,同 一 の カ イ ガ ラ ムシ に対 す る ツ ノ ロ ウア カ

ヤ ドリ コバ チの 産 卵 管 挿入 回数 と産 卵 数.

あ り,3回 の 挿入 で は10頭中4頭 で あつ た が,い ず

れ の 場 合 も産 卵 数 は1個 で あ つ た.さ て,5回 の挿 入

で は 供 試 コバ チ全 部 が産 卵 し,そ の 場合 半 数 は多 寄 生

して い た.つ ま り,こ の 場 合 全 て の コバ チが 産 卵 す る

には5回 の産 卵管 の挿 入 が 必 要 で あ つ た.

3.ツ ノ ロ ウア カ ヤ ドリコバ チ の産 卵 行 動 とツ ノ ロ

ウ カ イ ガ ラ ム シの ロウ 物 質

立 川(1951)お よび 大 串(1959)に よ れ ば ル ビー ア

カヤ ド リコバ チAnieetusbenefieusIshiietYasu-

matsuに お け る産卵 行 動 の 対 象 はルビーロウ カ イガ

ラム シCeroplastesrubensMaskellの 背 面 に 分 泌 さ

れ る ロウ物 質 で あ る とい う.そ こで1962年8月15日,

ふ化 後 約20日 目の カ イ ガ ラ ムシ を20頭 採 集 して室 内

に も ちか え り,そ の 背 面 の ロウ物 質 を で き るだ け形 を

くず さな い よ うに 注 意 して は が した.し か し,そ の 頃

の ロウ物質は軟弱で原形にちかい形の ものは5個 え ら

れ たにす ぎない.そ こで 形を くず した ものはその ほぼ

中央か ら上半分を とりさつて,こ れを原形にちかい形

の もの とともに硫酸紙の上に約1cm間 隔 で相五 に2

列,合 計10個 をな らべてそれ らに対するコバ チの行

動を合計5頭 の コバ チについて観察 した.そ の結果,

コバチは触 角で原形に ちかい形の ロウ物質および くず

した形の ものを触角でたた くが,産 卵管を挿入 したの

は原 形にちかい ロウ物 質だけであつた。 しか し,こ の

よ うな行動は5頭 中2頭 の コバ チについてみ られたに

す ぎない.つ ぎに,約2立 方mmの 寒天ゲ ル*を 約

1cm間 隔で2列 に 合計10個 な らべた硫酸紙 を コバ

チを収容 してある試験管に入れ たところ,コ バチは歩

行 中触角で寒天ゲルにふれ るが,産 卵管の挿入は観察

*水100ccに 寒天約39を とか して煮沸 した もの
.



で き なか つ た.

4.ツ ノ ロ ウ ア カヤ ドリコ バ チ の産 卵 と ツ ノ ロウ カ

イ ガ ラ ム シ の発 育 程 度

ツ ノ ロウ カ イガ ラム シの 卵 は 雌 成 虫 の 体 下 で ふ 化

し,大 抵 の 幼 虫 はふ 化 当 日そ の 体下 か らはい だ して 寄

L植 物 の上 を歩 く.そ して1～2日 の うち には 適 当な

場 所 に 定 着 して そ の後 は歩 行 しない.こ の点 カ メ ノ コ

ロ ウ カイ ガ ラム シCeroplastesJ'aponieusGreenが い

つ た ん 葉 ま た は枝 に付着 した 後,あ る時 期 が くる とふ

た たび移動 す るの と異 な つて い る.ツ ノ ロウ カイ ガ ラ

ム シは ふ 化 後1～2口 に 背 面 に ロウ分 質を 分 泌 しは じ

め るが,肉 眼 で ロウ物 質 が み え る程 度 に 発育 した もの

で も歩行 して い る こ とが あ る.コ バ チ は これ らの 歩 行

中 の カ イガ ラ ムシ に は産 卵 しない よ うで あ る.

1962年7月8rlに ふ 化 した カ イガ ラム シ 幼 虫 を 用

い て,ツ ノ ロ ウア カヤ ドリコバ チが 産 卵可 能 な カ イ ガ

ラム シの 発 育程 度 を し らべ た結果 は 第4表 に しめす と

お りで あ る.実 験 は 試験 管 に コバ チ コ頭 と カイ ガ ラム

箪4表.ツ ノ ロ ウ カ イ ガ ラ ム シ の 日令 と ツ

ノ ロ ウ ア カ ヤ ド リ コ バ チ の 産 卵 数.

シ幼 虫5頭 を入 れ,カ イ ガ ラム シ の み はふ 化 後1口 目

の もの か ら順 に 毎 日 と りか え る方 法 で 行 な つ た.な

お,供 試 の コバ チ は10頭 で あ る.最 初 の 産 卵 は ふ 化

後7日 日の 幼虫 に み られ た.そ の後,こ れ とは 別 の コ

バ チが ふ 化後8口 お よ び9口 日の 幼 虫 に産 卵 し,ま た

そ の 他 の2頭 が ふ化 後10口 目の 幼 虫 に 産 卵 した.こ

の こ とか らす ると,ツ ノロ ウ ア カヤ ド リコバ チの 産 卵

対 象 とな る ツ ノ ロウ カイ ガ ラ ム シの 発育 程 度 はふ 化 後

7日 以 降 の もの と み る こ とが で きよ う.な お,供 試 の

コバ チの うち他 の5頭 は実 験 期問 中 戸産卵しなか つ た.

5.大 き さ を異 に した ツ ノ ロ ウ カ イ ガ ラム シ に 対 す

るツ ノ ロ ウ ア カ ヤ ド リコバ チ の 産 卵 数

1962年9月12～16日 お よび9月20～25口 に,ツ ノ

ロ ウ ア カヤ ド リコバ チ1頭 に 毎 日新 しい,大 き さの 異

な るツ ノロ ウ カ イガ ラム シ3頭 を あ た え て,コ バ チの

産 卵 数 を し らべ た.9月!2～16Hの 実験 で は,供 試 の

コバ チ12頭 中6頭 に は5日 問大 きい カ イガ ラム シを,

他の6頭 に は 同 日間 小 さい カ イ ガ ラ ム シを あ たえ た.

その結果 は 第5表 に しめす とお りで あ る.つ ぎ に,9

月20～25FIの りこ験 で は8頭 中4頭 の コバ チ に,最 初 に

大 きい カ イガ ラム シ を あた え,そ の つ ぎ の 日には 小 さ

い カイ ガ ラ ム シを あ た え た.ま た,そ の 他 の4頭 の コ

バ チ には 最 初 に 小 さい カイ ガ ラム シを,つ ぎ の 日に は

大 きい もの を あた え る操作 を くりか え した.そ の結 果

は第6表 に しめす とお りで あ る.な お,こ の 場 合大 きい

カイ ガ ラム シは 腹 面 の 長 さが3.0～5.0mm,小 さ い も

の は2・0～2.5mmで あつ た が,供 試 虫 数 が 少 な い こ

とは と もか く して,コ バ チの 産 卵数 は カ イ ガ ラム シ の

第5表.大 き さの異 な る カ イガ ラム シに対 す る ツ ノ ロ ウア カ ヤ ド リコバ チ の産 卵 数.

*カ イ ガ ラ ム シ の 大 き さ は2 .0-2.5mm

† カ イ ガ ラ ム シ の 大 き さ は3.O-5.0mm

‡ コ バ チ の 個 体 番 号

大 きさにほ とん ど影響 され ない ようであ る.

6.産 地を異に したツノロウカイガラムシに対す る

ツノロウアカヤ ドリコバチの産卵数

この実験は寄主 として福岡 市および福島県信夫郡の

ゲ ッケ イジ ュ加 害 の ツ ノ ロウ カイ ガ ラ ム シ を 使 つ て

1962年9 .月12～16Hに 行 なつ た.な お,実 験 には

コバ チ1頭 に対 して カイ ガ ラム シ3頭 を 毎 日あた え た

が,カ イ ガ ラ ム シの 大 き さは 福 岡 市 産 の方 が 福 島 県信



第6表.隔 日に 大 き さ の異 な る寄 主 を あ た え た場

合 の ツ ノ ロ ウア カ ヤ ド リコバ チの産 卵 数.

注 カイ ガ ラム シの 大 き さは 第5表 に準 ず る

第7表.産 地 を異 に した カ イガ ラム シに 対 す るツ ノ ロウ ア カヤ ド リコバ チ の産 卵 数.

*コ バ チの個 体 番 号

夫郡産の ものよ りやや大 きかつた.第7表 によ り調査

期間中の1頭 あた りの産卵数をみると,福 岡市産の カ

イガ ラムシに対す る産卵数は福島県信夫郡産の ものよ

りやや多いが大差 はない.

7,ツ ノロウアカヤ ドリコバチの産卵数 と容器の大

きさ

容器の大 きさが ツノロウア カヤ ドリコバ チの産卵数

におよぼす影響 を しるために,つ ぎのような相異な る

3種 の試 験 管 を 用 い て 実 験 を行 なつ た.1)長 さ4.5

cm,内 径1.0cm(以 下A管 とす る),2)長 さ6.0cm,

内径1.5cm(以下B管 とす る),3)長 さ15.0cm,内

径1.5cm(以 下C管 とす る).実 験 は それ ぞれ の 容 器

に コバ チ1頭 と1日 あ た り3頭 の カ イ ガ ラ ム シを 入れ

て1nあ た りの 産卵 数 を し らべ る方 法 で 行 な つ た.そ

の結 果は 第8表 に しめす よ う に,A管 に お け る コバ チ

は短 命 で1日 あ た りの産 卵 数 は 約1個 で あ り,B管 に

第8表.大 き さ異 な る容 器 に お け る ツ ノ ロ ウア カヤ ドリコバ チ の産 卵 数.

*コ バ チ の個 体 番 母



おいては1日 あた りの産卵数は前者 とほとんど同 じで

あるが,産 卵期問は前者 より長い.ま た,C管 では1

日あた りの産 卵 数 は 他 の2管 とほ とんどかわ らない

が,卵 産期間はB管 に くらべてやや短かい.

8.世 代別にみたツノロウアカヤ ドリコバチの産卵

数

実験は コバ チ1頭 に対 して1日 あた り5頭 の カイガ

ラムシをあたえ る方法で行 なつ た.

1.弟1回 成虫の産卵数

a)未 交尾個体 の産卵数

第9表.未 交 尾 の第1回 ツ ノ ロ ウア カヤ

ド リコバ チ の産 卵数(そ の1).

未 交尾 のコバチの産卵数 は第9表 および 第10表 に

しめすとお りであ る.ま ず,第9表 によつて産卵状況

をみると,コ バチは実験開始の翌 日か ら産卵 している

が,全般 的には実験開始後10日 目頃 に集中 して産卵 し

ている.!頭 あた りの産卵数 は最高10個,最 低1個 で

あ る.つ ぎに,追 試の意味で行 なつた 第10表 をみる

と,産 卵 は実験開始後1～2日 目か らみ られ,1頭 あ

た りの産卵数は 最高14個,最 低1個 で,前 の 実験結

果との間にはほとん ど差がない.

b)交 尾個体 の産卵数

第11表 によ り交尾個体の 産卵数についてみ ると,

産卵は実験開始後4日 目か らみ られ,産 卵数は最高7

個,最 低1個 である,

箪11表.交 尾 した第1回 ツノ ロ ウア

カヤ ドリコバ チの 産 卵 数.

*印 は死 亡 した 日を 示 す

第10表.未交尾 の第１回 ツ ノ ロ ウア カヤ

ド リコバ チの 産 卵 数(そ の2).

*印 は死 亡 した 日を示 す

*印 は死 亡 した 日を示 す

II.第2回 成虫 の産卵数

a)未 交尾個体 の産卵数

未交尾個体 の産卵数は 第12表 に しめす ように,産

卵は実験開始後2日 口か らみ られ,コ バチ1頭 あた り

の総産卵数は最 高25個,最 低2個 で,これ は第1回 成

虫 の産卵数に くらべてあきらかに多い.

b)交 尾個体の産卵数

第13表 によれば,交 尾個体の産卵は実験開始の翌

日か らみ られ,コ バチ1頭 あた りの総 産 卵数は 最 高

33個,最 低2個 であ る.

9.ツ ノ ロウアカヤ ドリコバチの寄生相

前項の産卵実験 におけるコバチの寄生相を整理す る

と 第14表 に しめす とおりであ る.第1回 成虫はほと



第12表.未 交 尾 の第2回 ツ ノ ロ ウ

ア カヤ ド リコバ チ産 卵 数.

第13表.交 尾 した 第2回 ツ ノ ロ ウ

ア カヤ ドリ コバ チ産 卵 数.

*印 は死 亡 した 日を 示 す

ん どの場合1寄 主に1個 の卵を産む単寄生 であるが,

第2回 成虫では1寄 主 に大抵1～4個 の卵を産む.そ

して最高は第1回 成虫では2個,第2回 成虫では6個

で あるが,別 の実験では第2回 成 虫の 最高は10個 で

あつた.

これ とは別に,コ バチの頭数をかえた場合の1頭 の

カイガラムシに対す る産卵数は 第15表 のとお りで,

*印 は死 亡 した 日を 示 す

第14表.成 虫 発 生 期 別 に み た ツ ノ ロ ウア カヤ

ド リコバ チの1寄 主 に対 す る産 卵 数.

第15表.ツノロウアカヤドリ コバ チ の密 度 を 異 に し た場 合 の1寄 主 に 対 す る産 卵数.

*コ バ チ の個 体 番 号

まず1頭 区では1日 あた りの平均産卵数は2個 未満で

あ り,一 方の3頭 区では約6個 となつている.こ の さ

いの カイガラムシ1頭 に対す る最高産卵数は1頭 区で

は7個,3頭 区では10個 で ある.

10.気 象 条 件

実験場所 におけ る1日 の最 高および最低温度は第16

表に しめす とお りで,あ き らか に7,月 の温度は9月 よ

り高 くなつてい る.



第16表.実 験 室 に お け る温度 の 季 節 的変 化.

考 察

実 験 室 内に お け るツ ノ ロウ ア カヤ ド リコバ チ は ハ チ

ミツ摂 取 の 有 無 に か か わ らず,羽 化 後2～3日 目 に

2～3個 の 成 熟 卵 を形 成 し,産 卵 は 早 い もの で は羽 化

後1日目 か らみ られ る.そ して,1日 あた りの 産卵 数

は通 常1～5個 で,と きに は産 卵 しない 日 もあ る が,

産 卵 期 間 は10～20口 に お よ ん で い る.こ れ らの こと

か らす る と,ツ ノ ロウ ア カヤ ドリコバ チ の産 卵 様 式 は

Flanders(1950)の い うsynovigenic型 に ちか い もの

と思 われ る.と ころ で,Metapkyeushelvolus(Com-

pere)は 寄 主 を あ た え ない で,800F(約27gC)に4週

聞放 置す る と,そ の卵 巣 内 の卵 は ほ とん ど全 て 吸収 さ

れ る とい う(Flanders,1942a).今 回 の 調 査 で は,20

日闇寄 主 を あた え な い第2回 成 虫 の 卵 巣 内 に は ま だ多

数 の成 熟 卵 が み られ た が,そ れ 以 上 飼 育 した もの の状

態 に つ い ては あ き らか に で き な かつ た.し か し,第1

回成 虫 を10日 以 上 飼 育 した場 合 に成 熟 卵 の 減少 が み

られ る こと は,こ の コバ チ が卵 吸収 の 能 力を もつ て い

る こ とを しめす もの か も しれ な い.つ ぎに,Ishii(19

32)によれば,Aphycusti〃iberlakeiIshii,AphyeitS

pUtvinariaeHowardお よ びComperieUabPtaseiata

Ilowardの 処 女 生殖 を行 なつ た 雌 の 子 は雄 とな り,交

尾 した場 合 は 雌 の子 を つ くる とい うが,ルビー ア カ ヤ

ドリコバ チ に お い て も 同 様 の こと が 知 ら れ て い る

(YasumatsuandTachikawa,1949).ツ ノ ロ ウア

カヤ ド リコバ チ は処 女 生 殖 お よ び 両 性 生 殖 を 行 な う

が,そ れ に よつ て生 れ る子 の性 に つい て は 現 在 の と こ

ろあ き らか で な い.*し か し,こ の コバ チの 雌 個 体 数 が

雄 に くらべ て極 端 に多 い こ とか らす ると立 川(1959)

のい うよ うに未 交 尾 の雌 で も雌 の子 を つ くるの か も知

れ ない.

カ メ ノ コ ロ ウ カイ ガ ラ ム シの 寄 生蜂,カ メ ノ コ ロ ウ

ヤ ド リコバ チMieroteryselaecseniH.Compere雌 成

虫 は カ イガ ラム シ にで あ う と最 初入 念 に カ イガ ラ ムシ

を 触 角 で た た き,そ れ か ら カイ ガ ラム シの 体 の上 に の

ぼつ て さ らに触 角 で 打 診 した の ち,産 卵 管 を 挿 入 す る

とい われ(Clausen,1940),MieroterysflavessHoward

の 産 卵行 動 も これ に 類 似 し て い る(Bartlettand

Lagace,1961)が,ル ビ ー ア カヤ ドリ コバ チ も カイ ガ

ラ ムシ の 体 を しき りに 触 角 で た た き,そ の様 子 は あ た

か も カイ ガ ラム シの 大 き さを 測 る よ うで あ ると い われ

(大 串,1959),こ れ らの コバ チ はい ず れ も ツ ノ ロウ ア

カヤ ド リコバ チ の産 卵 行 動 と類 似 して い る.立 川(19

51)は ル ビー ロウ カ イガ ラム シの 背 面 に あ るロ ウ物 質

*筆 者の そ の 後(1964)の 調 査 で
,未交尾 の コバ チが

雌 の子 を つ くる ことが わ か つ た.交 尾 した もの の 子

の性 に つ い て は い まだ あ き らか で ない.



は ル ビー ア カヤ ドリ コバ チの 産卵 対 象 と な る とい い,

大 串(1959)も 同 種 につ い て 同 じよ うな習 性 を あ き ら

か に した が,TriehegrammaevaneseensWestwood

は 昆 虫 の 卵 の み な らず,砂 お よ び水 銀 の 小 球 に も産卵

行 動 を しめ す とい わ れ る(Salt,1935).ツ ノ ロ ウア カ

ヤ ド リコバ チは ツ ノ ロ ウカ イ ガ ラム シの 体 か らは ぎ と

つ た ロウ物 質 に 産 卵 行 動 を しめ した が,そ の場 合 ロ ウ

物 質 は カ イ ガ ラ ム シの体 上 にあ る状 態 に ち かい もの に

か ぎ られ,寒 天 ゲ ルに は コバ チは 触 角 で か る くふれ る

だ けで 産 卵 行 動 は しめ さ なか つ た.こ の こと か ら,こ の

コバ チ が ロ ウ物 質 に 誘 引 され る こ とは あ き らか で あ る

が,産 卵 行 動 は そ の 形 ま たは 匂 い の 強 弱 に よ り決 定 さ

れ るよ うで あ る.つ ぎ に寄 生 蜂 が 産 卵 す る カイ ガ ラ ム

シの 部 位 に つ いて は,DiversinervuselegansSilves-

triは 寄 主 の 肛 門 あ た りよ り産 卵 管 を挿 入 し(Com-

pere,1931),ま た カ メ ノコ ロ ウヤ ド リコバ チ は 寄 主

の後 部 に 産 卵 管 を挿 入 して 腸 内に 卵 を 産 み つ け る

(Clausen,1940)が,ツ ノ ロ ウア カヤ ドリコバ チ も こ

れ らの コバ チ と 同様 に大 抵 の 場 合 カイ ガ ラム シの 体 の

後 部 に 産卵 管 を挿 入 して,9月 以 降で はあ き らか に肛

門 に ちか い腸 内 に卵 を 産 み こむ.

一 般 に寄 生 蜂 には 健 全 な 寄主 と寄 生 され て い る寄 主

とを 分別 す る能 力が あ る とい われ,Flanders(1951)

はAphytisehrysomphali(Mercet)に お け る この よ

うな 分別 は寄 主 の 上 に の こされ た 寄 生 蜂 の匂 い に よ る

と考 え,こ れ を"spooreffect"と 呼 称 し た が,

TrichogrammaevaneseensWestwoodも 一 度 産 卵 さ

れ た 寄 主 に は ふ た たび 産 卵 せ ず,こ の場 合 も匂 い が コ

バ チの 分別 に 作用 して い る とい われ る(Salt,1937).

しか し,・今回 調 査 した ツ ノ ロ ウア カヤ ドリ コバ チは 一

度 産 卵 され た カイ ガ ラ ム シに もふ た たび 産 卵 管 を 挿入

す る傾 向 が あ つ た.と ころ で,野 外 で は 一 般 に 多 寄生

は 少 な い と い われ る.そ こで,1962年9月 下 旬,福 岡

市 内 の ミカン園 よ り ツ ノ ロ ウ カイ ガ ラ ム シ加 害 の枝 を

も ちか え り,カ イ ガ ラ ムシ を解 剖 した結 果 は付 表1に

付 表1.野 外 の ツ ノ ロ ウ カイ ガ ラ ム シ1頭 中

の ツ ノ ロ ウア カヤ ドリ コバ チ個 体 数.

しめす とお りで,多 寄生の例は若干あるが,こ れは9

月における実験室 内の寄生相 とくらべて多寄生の程 度

が低い.ま た,こ の ミカン園に くらべて カイガ ラム シ

の生息場所 が小規模になつている場所,た とえば付表

1に しめ した ナギの生垣で も多寄生の例は実験室 内ほ

ど多 くはない.つ ぎに,今 回の コバ チの産卵実験 では

1日 につ き大 きさのほぼ等 しい5頭 の カイガ ラムシを

あたえて も,こ の5頭 巾2頭 に対 して合 計5個 の卵が

産 みこまれ,他 の3頭 のカイガラムシには1個 の卵 も

産み こまないとい うような例が多かつたが,こ の原因

は現在の ところあき らかで ない.し か し,い ずれ に し

て もツノロウカイガラムシの体内で成虫 まで生育で き

るツノロウア カヤ ドリコバチの頭 数が!頭 で あるとい

う事実は多寄生す る例が多 くなるほど寄生の 効果を滅

ず ることを意 味 してい る.な お,ツ ノロウカイガ ラム

シの寄生蜂 のなかで も,カ メノコロウヤ ドリコバチ,

ルビーキヤ ドリコバ チMicroterysspeeiosusIshi三 は

1頭 の カイガラムシか ら1～5頭 が 羽 化 す る.こ の

点,ツノロウ アカヤ ドリコバ チとMicroterys属 の コ

バチの生理 との間に は相違 がある.

実験室 内において寄主 および寄生蜂の密度を異 に し

た場合の寄生効果については 多数の報告 があ り,一 般

に寄主頭数を一定に して寄生蜂の頭数を増すと,寄 生

蜂 の産卵数はあ る程 度まで増え るがその後 は減少 す

る.た とえば,ルビー アカヤ ドリコバ チで は寄主頭数

を一定に して コバチの頭数を増大す ると,コ バ チの産

卵行動回数は減少す るといわれ る(末 永および 田中,

1953;大 出,1959).そ して この原因は高密度区におけ

るコバチがその産卵行動を互に阻害す るた めであると

いわれ る(大 串,1959)が,Dahlbominusjuscipennis

(Zett.)ではその寄主 頭数を 一 定 に して コバチ頭数を

増大 した場合,コ バ チの産卵数は コバ チの密度が増す

につれて概 して減少 す るが,と くに比較的低密度区で

はある密度の コバチの産卵 数はそれ より低い密度 の コ

バチの産卵数 より多 くな ることが知 られてい る(Bur-

nett,1953;1956).こ こで,コ バ チの密度を異に した

場合 のツノロウア カヤ ドリコバ チの産卵数をみると,

1雌 あた りの産卵数は高密度の方が多 くなつてい る.

今回 のツノロウア カヤ ドリコバチの実験結果 のような

場合 があ りうることはBurnettの結果 か らもあきら

かで あるが,さ らにコバチの密度を増大すれば1雌 あ

たりの産卵数 が誠少す ることは当然であろう.

コバチ容 器の試験管の大 きさと産卵数 については,

A管 におけるコバ チの産卵数および生存 口数がその他

の2管 に くらべて少ない ことが注 目され る.A管 にお

け るコバ チは正午頃と くに活濃に歩行 し,あ る場合 に

は異常 な行動を しめ したが,こ のよ うな行動は この試



験 管内の温度が上昇 した ことばか りで な く,カ イガ ラ

ムシを枝に付着 させ たまま用いたために,管 内の温度

の上昇に ともなつて湿度が増大 した ことにも起因 して

い るよ うである.ま た,生 存日数に働 く要因について

は,実 験中温度がまれ にコバチの活動を抑制す るとこ

ろ まで上 昇 したことが あげられ るが,そ れ よりもむ し

ろこの場合は温 度の上昇 につれて湿度が増大す るため

に管壁に水滴が付着 し,そ れに コバチがふれて体力を

消耗 したことがあげ られ る,

ところで,産 卵実験に供 した ツノロウアカヤ ドリコ

バ チの生存 日数は個体 によりかな り違 つて おり,産 卵

せずに長期間生存 したコバ チもあ るが,全 般的には生存日数

の長い ものほど総産卵数が多い.そ れ はともか

く,コ ロあた りの産卵数が少ない コバ チの生存期間は

そうで ない ものよ り長いといわれ,ル ビーアカヤ ドリ

コバ チは これに該 当す る(安 松,1953)が,ツ ノロウ

アカヤ ドリコバチ もその例外ではない.つ ぎに,産 卵

した コバチの生存 日数と産卵 しない コバ チのそれを比

較す ると,容 器内にカイガラムシが付着 してい る枝を

入れた とい う条件を無 視すれば産卵 したコバ チの生存

日数は産卵 しない ものの1/3～1/4で ある.

7月 におけるツ ノロウアカヤ ドリコバ チの産卵数は

9月 にお けるそれ よ り少な く,野 外のナギにおける同

コバチの産卵活動の'季節的変化 と類似 してい ることは

興味深い.し か し,野 外 におけ る活動はい ろい ろな因

子が作用 してい るので,実 験室 内の条件 とはい ささか

果な ることはもちろんであ るが,い ま実験室の温度の

季節的変化をみ ると,コ バチの第1回 成虫発生期頃の

1日 の最高温度は30～33。Cで あるのに対 して,第2

回成 虫発生期頃では大抵30℃ 以 下になつてお り,前

者はこのコバチの温度反応実験 の結果か らす ると,悪

い影響 をあたえ るよ うである.こ の点 については安松

(1953)が 高 温 はルビーア カヤ ドリコバ チの生存 日数

および産卵数を減少 させる主 因であ ると考えてい るこ

とと一・致 してい る.

コバチの産卵数は種間ばか りで な く,同 一種 につい

て も調査 の条件 によつて異な ることはあきらかである

が,そ れはさて おき,ツ ノロウアカヤ ドリコバチの近

縁種の産卵数をみると,ル ビーアカヤ ドリコバチの第

ユ回 成 虫 は48～89個,第2回 成 虫で は7～116個 で

あ り(安 松,1953),ワ モンカイガラコバ チAnicetus

annulatusTimberlakeは167～288個(3頭 の 平 均

値 は215個)(Azim,1962),さ らにAphycustimber-

1akeiIshiiの 卵巣内には172個 の成熟卵 がみ られ,

Metaphycushelvolus(Compere)は 最高739個 で 自

然死 した5頭 の平均産卵数 は355個 であ り(Flanders,

1942b),こ れ らの産卵数はいずれ もツノロウアカヤ ド

リコバチよ り多い,し か し.実 験中に死 亡 した ツノロ

ウアカヤ ドリコバチの卵巣 内には数個の成熟卵 と相当

数の未熟卵 がみ られ ることが 多 か つ た ことか らす る

と,実 際の産卵数は今 回の結果 よりい くぶん多 くな る

であろう.そ こで,以 上の事柄か らツ ノロウアカヤ ド

リコバ チの1日 あた りの産卵数を2個,生 存 日 数 を

30日 と して,こ の コバ チの 総産卵数を うかが うと60

個 となる.今 回の調査 だけで,こ の コバ チの有効性を

判断す ることは困難であろうが,こ の コバチの諸性質

とルビーア カヤ ドリコバチのそれを比較す ると,ツ ノ

ロウカイガラム シの防除 はツノロウア カヤ ドリコバチ

の働 きだけでは不可能 であると考え られ,積 極的に こ

の カイガラムシの生物的防除をすすめるため には外国

か ら有効 な天敵を導入す ることも必要であろう.

摘 要

1.本 実 験 は,1962年7～8月 および8月 に,ツ

ノロウア カヤ ドリコバ チの実験室 内における産卵行動

および産卵数を知る目的で行なつた.供 試の コバチの

大半 は同年7月 および8月 に採集 したハゼ加害の ツノ

ロウカイガ ラムシか ら羽化 させた もので あり,ツ ノロ

ウカイガラムシは主と して ヒメムカシ ヨモギで人工的

に飼育 した ものである.実 験 は 原則 と して長 さ15.O

cm,内 径1.5cmの 試験管を使用 して行 なつた.

2.コ バチの成熟卵 はハ チ ミツ給与の有無 にかかわ

らず 羽化後1～2日 目か ら形成 され る.ハ チ ミツをあ

たえて寄主を あたえない場合 には,成 熟卵数 は次第 に

増加 するが,あ る期間をす ぎると卵吸収 が行 なわれ る

よ うで ある.

3,コ バチの産卵行動 はつ ぎの ような段階でみ られ

る.1)コ バチはカイガラム シに誘引され る,2)触 角

でカイガラムシの体にか るくふれ る,3)カ イガ ラム

シの背面にのぼ り,触 角で背面を入 念にたた く,4)

産卵管を挿入す る,5)産 卵管を動 か して カイガ ラム

シ体 内を吟味す る,6)産 卵す る.コ バ チは以上の段

階の うちひとつで も充た されないと 産 卵 しないよ う

であ る.

4.コ バチの産卵場所 はカイガラムシの 肛 門 に ち

かい腸の中で ある.

5.コ バチはふ化後7日 以上をへた カイガラムシに

産卵す る.



6.相 異 なる大 きさのガ ラス容器におけ るコバ チの

産卵数は小 さい容器(長 さ4.5cm,内 径1.0cm)で は

それよ り大 きい ものに くらべて少ない.

7,コ バチが1頭 の カイガ ラムシに産み こむ卵数 の

最高は10個 である.

8.コ バチの産卵数は産地 を異 に した カイガ ラムシ

に対 してはほとんどかわ らないが,コ バチの害渡 によ

りかわ る.

9,ツ ノロウア カヤ ドリコバチ第1回 成虫の総産卵

数の最 高は未交尾個体 は14個,交 尾個体 は7個 であ

り,第2回 成虫では 未交尾個体は25個,交 尾個体は

33個 である.

10.ツ ノロウアカヤ ドリコバ チは ツノロウカイガラ

ムシ寄生蜂の優勢種であるが,そ の産卵は高温 および

高湿によ り阻害 されやすい.し たがつて,こ の コバチ

はツノロウカイガラムシの生物 的防除にはあま り役立

つていないように考え られ,積 極的な生物 的防除 を行

なうためには外国か ら有効な天敵を導入す ること も必

要であろ う.
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                                     Summary 

   1. In this paper, studies on the oviposition habit and reproductive capacity of Anicetus cero-

plastis Ishii in the insectary were reported. The parasite used in the experiments were reared from 
the scales collected in the field. Host scales, Ceroplastes pseudoceriferus Green, used were reared 
artificially by mass culture on the food plant, Erigeron  canadensis L,



   2. The adult parasites were able to start oviposition one or two days after emergence. If 
there are no hosts to lay eggs for a considerable period, ripened eggs in the ovaries would be 
absorbed. 
   3. The following six steps were observed in the oviposition behaviour of the parasites. 1) 

Primarily attracted by the host. 2) Contacting the host lightly with antennae. 3) Mounting on 
the host body and tapping the host with antennae. 4) Drilling through the host derm with the 
ovipositor. 5) Probing the inside of the host body with the tip of the ovipositor. 6) Deposition of 
eggs. 

   4. The host larvae are seemed to become attractive to the parasites when they become at 
least seven days old. Number of eggs laid in one individual of the host varied from 1 to 10, 
usually being about 1 on the first brood and about 3 in the second brood. Density of the parasites 

per host, host size and temperature in the insectary have a close connection to the number of 
eggs deposited. Hyperparasitism occurs commonly and limits the effectiveness of the parasite. 

   5. The reproductive capacity varied greatly according to the broods. In the first brood, eggs 
deposited by an unmated female parasite varied from 1 to 14 and of a mated one from 1 to 7. 
In the second brood, eggs deposited by an unmated one varied from 2 to 25 and of a mated one 
from 2 to 33. 

   6. It is interesting to note that the seasonal change of the reproductive capacity of this 

parasite in the insectary was similar to that of the oviposition activity in the field.


